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はじめに

　東京都区部の東部に位置する本計画地は、隅田川

と荒川に挟まれ、長く下町の伝統と文化を育んでき

た地域であり、また古くから大小の工場が密集して

きた地域でもある。

　本計画地も大規模な工場の跡地で、地権者が複合

開発を計画していたが、折からのバブル経済の崩壊

に伴い開発を断念し未利用地となっていた。

　そこで、東京都住宅局と東京都住宅供給公社が本

計画地を買収し、そこに都営住宅、都民住宅（特定

優良賃貸住宅）、墨田区施設を建設したものである。

事業の概要

　団地の全体概要

　団地所在地：東京都墨田区墨田一丁目２７０番

　敷　地　面　積：全　体　２８,９４１.２㎡

　　　　　　　都営分　１４,４７０.６㎡

　都営住宅構造規模：４号棟　SRC７Ｆ　５１戸

　　　　　　　　　　５号棟　SRC１４Ｆ２１３戸

　公社住宅構造規模：１号棟　SRC１４Ｆ　１１０戸

　　　　　　　　　　２号棟　SRC１４Ｆ　１２２戸

　　　　　　　　　　３号棟　SRC１０Ｆ　　７４戸

　区施設構造規模：

　　　　　　高齢者施設　４号棟１・２階　約１,７００㎡

　　　　　　体育館　　約２,０００㎡

事業の特徴

　本計画地は、先に述べた通り文化的伝統と、下町

コミュニティによって育まれたまちのなかに位置し
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すみ だ

ている。そこで今回の計画では、以下の３点につい

て特に計画上の配慮を行った。

①都市型定住コミュニティの創出

　地域の歴史的文化的風土を大切にしながら、都

心への近接性を活かし安全・快適で、様々な人々

が集える活気のあふれる都市型の定住コミュニテ

ィ創出。

②コミュニティスペースの充実

　様々な年代層の住民が、生き生きとした生活を

送れるようなサービス提供の場。

③景観等に配慮した環境の整備

　住宅の計画として、近隣への圧迫感を軽減しス

カイラインに変化を持たせるとともに、敷地の中

央部の広場と都市計画公園を有機的にする。

配置計画

　当初敷地西側にあった都市計画公園を東側に移転

拡張し、５号棟を公園に沿って折り曲げた形状とし、

都市計画公園と団地内広場を結ぶ部分をゲート状に

しつらえることにより、両者を一体的に使用すること

ができ、また周辺への圧迫感を軽減することができた。
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